
令和４年度山形県ものづくりスマート化人材育成事業

この研修では、建設分野におけるDX化に向け

たデジタルツール、

・建設設備CADの

CADEWA Smart

・建設情報モデリング（BIM）ソフトウェアの

Archicad

・建設現場情報共有タブレットの

蔵衛門Pad DX

の操作を実際に体験し、「建設DX」に向け、

デジタル技術を計画や設計、施工などの各段階

で取り入れることで、建設業務の簡略化や高速

化や高度化に役立てる、建設業で用いられる各

種デジタルツールの活用を学んで習得して頂く

ことを目標としています。

DX化の推進を考えている建設現場の方々に

とって、「建設DX」化に向けた有益なツール

を体験できる研修となります。

奮ってご参加ください。

令和5年
2月8日(水) 9日(木) 
9:30～16:30

無料

締切：令和5年

1月31日(火) 迄

日程

受講料

お申し
込み

講師

建設分野におけるデジタルツールの体験と
導入実績における活用の学習

建設・建築分野
におけるデジタル
技術の利活用研修

定員5名

 富士通四国インフォテック 様
 株式会社ルクレ 様
 株式会社エービーケーエスエス 様



令和４年度山形県ものづくりスマート化人材育成事業

生産現場におけるデジタル技術の利活用促進及びロボットの導入の促進及びを図ることを目的とし、

県内のものづくり企業が生産性の向上を目指すための、人材育成を実施する。

ものづくりスマート化人材育成講座
建設・建築分野におけるデジタル技術の利活用研修
募集要項

事業目的

日時 令和5年 2月8日(水) ・9日(木) 9:30～16:30

会場 山形県立産業技術短期大学校内 (山形市松栄２－２－１)

講師 ・株式会社 ルクレ

・株式会社エービーケーエスエス

・富士通四国インフォテック

受講対象  建設分野で設計や施工管理システムのツールの体験を行いたい方

 自社のDX化に取り組まれている方

 建設分野でDXに関わるツールをお探しの方

 自社のDX化の推進方法に悩まれている方、上記、いづれか

申込資格 山形県内の製造業の事業所に勤務する者

申込締切 令和5年1月31日 (火)

定員 5名 (応募多数の場合は、一社当たりの人数の調整や、申し込み順、また、研修分野に進出して

いる経験等で調整または、お断りのご連絡をさせて頂く場合がございます。)

受講料 無料

受講手続き 別紙受講申込書をＦＡＸしてください。(FAX：023-654-0480）

後日、受講決定通知書をＦＡＸ又はメールにてお送りします。

修了証書 所定の課程（研修時間80％以上の出席）を修了した方には、修了証書が授与されます。

〒994-0015 山形県天童市泉町1-13-12 エイジェックグループ能力開発センター天童校

担当：三浦 (みうら) TEL：023-652-9080 FAX：023-654-0480

申込み・問い合わせ先



令和４年度山形県ものづくりスマート化人材育成事業

建設・建築分野におけるデジタル技術の利活用研修
研修カリキュラム

1. 受講者が研修施設、機器及び器具等を故意または重大な過失により破損した場合には、その損害については、
賠償していただくこととなります。

2. 万が一、研修中に発生した一切の傷病については、自己の責となりますのでご了承ください。

3. 新型コロナウイルス感染予防のため、換気や消毒へのご理解をお願いします。受講にあたっては、マスク着用と手洗い
の徹底をお願いします。また、研修の延期、中止等の緊急対応を行う場合がありますのでご了承ください。

受講にあたり、下記事項についてご承知ください

時間 時間 講師 内容

初日

9時30分
～

16時30分

富士通四国インフォ
テック 様

オリエンテーション

建築設備CAD CADEWA Smartの基本操作

作図機能の解説

編集機能の解説

休憩

データの互換

図面の作図

導入・活用事例・ツール紹介

2日目

9時30分
～

12時30分

株式会社エービー
ケーエスエス 様

Archicadの特徴

Archicadの基本操作と体験

Archicadの活用事例

休憩

13時30分
～

16時30分
株式会社ルクレ 様

建設業2024年問題を解決！現場共有アプリ
「蔵衛門クラウド」の活用方法

デジカメ卒業！電子小黒板「蔵衛門Pad DX」の体験

工事写真業務が劇的に改善！「蔵衛門」活用事例



FAX送信先 023-654-0480

エイジェックグループ
能力開発センター天童校 行

令和4年度 ものづくりスマート化推進人材育成事業
建設・建築分野におけるデジタル技術の利活用研修
受講申込書

開催日：令和5年 2月8日(水) ・9日(木) 

受

講

者

ふりがな

氏 名

所属部課名 性別 男 ・ 女

勤続年数 役職 年齢

デジタルツール
導入実績

年数

DX推進実績 年数

※研修を行う際に、講師が経験や実績等を参考に致します。

企

業

受講内容の
導入実績

会社名

所在地
〒

連絡先 TEL FAX

氏名

部署名 内線

メールアドレス

既に導入済み 導入予定 導入予定なし
当該箇所に〇を
記入ください

 応募多数の場合は、一社当たりの人数の調整や、申し込み順、また、研修分野に進出している経験
等で調整または、お断りのご連絡をさせて頂く場合がございます。

 新型コロナウィルス感染症拡大防止の為、感染が疑われる方が出た場合、本申込書と受講情報を
提供する場合がございます。ご理解をお願い致します。


